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令和４年  第３回定例会　令和４年  第３回定例会　

令和４年度一般会計補正予算を可決

　

一
般
会
計
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
６
９
４
３
万
円
を

増
額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
６
６
３
億
１
８
９
２
万
円
と
す
る
。

主
な
内
容

　

■
バ
ス
交
通
対
策
事
業	

１
億
５
３
０
０
万
円

　
　
　
ぐ
る
り
ん
等
の
バ
ス
に
交
通
系

　
　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
シ
ス
テ
ム
を
導

　
　
入
す
る
と
と
も
に
、
販
売
終
了
と

　
　
な
っ
た
敬
老
バ
ス
カ
ー
ド
に
代
わ

　
　
る
敬
老
Ｉ
Ｃ
バ
ス
カ
ー
ド
を
交
付

　
　
す
る
た
め
の
経
費
。

　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応	

10
億
５
３
１
万
円

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、
各
経
費

　
　
を
追
加
・
増
額
す
る
。

　
　
・
検
査
経
費
や
入
院
患
者
へ
の
医
療
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
６
１
０
０
万
円

　
　
・
医
療
提
供
体
制
整
備
補
助
金　
　
　
　

２
億
３
９
０
０
万
円

　
　
・
衛
生
用
品
の
購
入
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

　
　
・
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
６
１
３
１
万
円

　
　
・
住
居
確
保
給
付
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

ICカードシステムを導入し
利便性を向上

　令和4 年第 3 回定例会は、下記の日程により15日間の会期で開かれました。
　本定例会では、一般会計補正予算などの議案 8件、議員派遣の議員提出議案
 2 件を原案のとおり可決し、副市長及び人権擁護委員候補者の人事案件 3 件に
同意しました。
　また、19人の議員が市政に対し一般質問を行いました。

8日（水） 議案上程、提案説明　ほか

10日（金）
13日（月）、14日（火） 一般質問（＊詳しい内容はＰ４～８）

16日（木）、17日（金） 委員会審査（＊詳しい内容はＰ10、11）

22日（水） 付託された議案の委員長報告～議決　ほか（＊審議結果はＰ12）

6月

本
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案

令
和
４年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

 　
歳
入
歳
出
21
億
６
９
４
３万
円
の
増
額

鼻高展望花の丘のヒマワリ畑（昨年の様子）
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■
高
崎
芸
術
劇
場
サ
イ
ン
設
置
工
事

　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

　
　
　
高
崎
芸
術
劇
場
の
集
客
促
進
の
た
め
、
施
設
名
称
の
サ
イ
ン

　
　
を
新
た
に
設
置
す
る
。

　

■
農
作
物
等
災
害
見
舞
金	

１
億
１
３
０
０
万
円

　
　
　
降
ひ
ょ
う
に
よ
っ
て
農

　
　
作
物
や
農
業
施
設
に
被
害

　
　
を
受
け
た
農
業
者
を
支
援

　
　
す
る
た
め
、
見
舞
金
を
支

　
　
給
す
る
。

　

■
市
内
経
済
の
活
性
化
対
策	

２
億
円

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
し
て

　
　
い
る
市
内
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、
各
種
補
助
金
等
を
増
額

　
　
す
る
。

　
　
・
職
場
環
境
改
善
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
円

　
　
・
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
金　
　
８
０
０
０
万
円

　
　
・
飲
食
店
衛
生
向
上
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
特
別
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　
■
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業	

４
億
１
８
４
２
万
円

　
　
　
労
務
単
価
や
資
材
単
価
の
上
昇
を
受
け
、
工
事
請
負
契
約
の

　
　
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適
用
し
、
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　
　
ー
の
建
設
等
工
事
費
を
増
額
す
る
。

降ひょう被害を受けた果実

「
会
派
」
と
は
、
同
じ
理
念
や
考
え
方
を
持
っ
た
議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
、
３
人
以
上
で
交
渉

会
派
と
な
り
ま
す
。
所
属
す
る
議
員
数
に
応
じ
て
、
各
派
代
表
者
会
議
や
議
会
運
営
委
員
会
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

（
令
和
4
年
7
月
15
日
現
在
）

各

会

派

の

構

成

会

　
　
　

長

副

　

会

　

長

〃

　
　

幹

　

事

　

長

副

幹

事

長

政

調

会

長

副
政
調
会
長

議
会
対
策
委
員
長

会

　
　
　

計

広

報

会

計

監

査

顧

　
　
　

問

〃

　
　

〃

　
　

会

　
　
　

員

　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

田

　

中

　

治

　

男

松

　

本

　

賢

　

一

時

　

田

　

裕

　

之

石

　

川

　
　
　

徹

白

　

石

　

隆

　

夫

渡

　

邊

　

幹

　

治

後

　

藤

　
　
　

彰

片

　

貝

　

喜
一
郎

樋

　

口

　

哲

　

郎

清

　

水

　

明

　

夫

後

　

閑

　

太

　

一

柴

　

田

　

和

　

正

柴

　

田

　

正

　

夫

丸

　

山

　

和

　

久

柄

　

沢

　

髙

　

男

長

　

壁

　

真

　

樹

飯

　

塚

　

邦

　

広

大

　

竹

　

隆

　

一

根

　

岸

　

赴

　

夫

後

　

閑

　

賢

　

二

丸

　

山

　

芳

　

典

大
河
原

　

吉

　

明

青

　

木

　

和

　

也

◆ 

新

　

風

　

会 

（
23
人
）

会

　
　
　

長

副

　

会

　

長

幹

　

事

　

長

政

審

会

長

会

　
　
　

計

広

　
　
　

報

会

員

高

　

橋

　

美
奈
雄

堀

　

口

　
　
　

順

林

　
　
　

恒

　

徳

三

　

井

　

暢

　

秀

荒

　

木

　

征

　

二

中

　

島

　

輝

　

男

三

　

島

　

久
美
子

◆ 

市
民
ク
ラ
ブ 

（
7
人
）

会

長

幹

事

長

政

調

会

長

副
政
調
会
長

会

計

逆
瀬
川

　

義

　

久

丸

　

山

　
　
　

覚

新

　

保

　

克

　

佳

小

　

野

　

聡

　

子

中

　

村

　

さ
と
美

◆ 
公

　

明

　

党 

（５
人
）

谷

　

川

　

留
美
子

団

長

副

団

長

伊

　

藤

　

敦

　

博

依

　

田

　

好

　

明

◆ 

日
本
共
産
党 
（
２
人
）

　

 

高
崎
市
議
会
議
員
団

◆ 

無
所
属
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一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。　※会派は、令和４年６月現在で掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。

2050年までに温室効果ガスの排出量を全体としてゼロにするという国の目標。全体とし
てゼロとは、温室効果ガスの排出量から、植林、森林管理などによる吸収量を差し引き、
合計を実質的にゼロにすることを意味している。

●２０５０年カーボンニュートラル

質
問　
自
校
方
式
の
給
食
に
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
全
て
の
小
・
中
学

校
で
採
用
す
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
自
校
方
式
へ
の
切
り
替

え
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
建
て

替
え
や
改
修
の
際
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
児
童
相
談
所
に
設
置
す

る
一
時
保
護
所
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し
、
ま

た
可
能
な
限
り
自
由
を
尊
重
し
、

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と
が

国
の
運
営
指
針
等
で
示
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
は
、
一
時
保
護

所
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　
一
時
保
護
所
は
、
国
の

運
営
指
針
等
で
一
定
の
基
準
は

あ
る
も
の
の
、
運
営
面
等
は
自

治
体
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
本
市
が
目
指
し
て
い
る
「

行
動
す
る
児
童
相
談
所
」
は
、

環
境
が
良
好
な
場
所
へ
の
設
置

を
決
め
て
お
り
、
一
時
保
護
所

の
運
営
に
お
い
て
も
、
児
童
に

と
っ
て
温
か
み
の
あ
る
空
間
を

つ
く
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

や
権
利
の
保
護
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
よ
り
良
い
生
活

環
境
の
提
供
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

２
０
５
０年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た

め
、
国
が
策
定
し
た
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
弁　
地
方
創
生
に
資
す
る
地

域
脱
炭
素
の
実
現
を
目
指
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
集
中
し
て

行
う
取
り
組
み
や
施
策
を
中
心

に
、
そ
の
工
程
と
具
体
策
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
と
、
脱
炭
素
の
基

盤
と
な
る
重
点
対
策
の
全
国
実

施
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

質
問　
国
が
選
定
し
た
19
都
道

府
県
26
カ
所
の
脱
炭
素
先
行
地

域
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
本
市
が
先
行
地
域
を
目

指
す
考
え
は
。

牛伏山展望台

答
弁　
国
は
、
脱
炭
素
先
行
地

域
を
２
０
２５
年
度
ま
で
に
少

な
く
と
も
１
０
０
カ
所
選
定
す

る
考
え
で
あ
り
、
そ
の
第
１
弾

と
し
て
26
カ
所
が
選
ば
れ
た
。

選
定
結
果
を
見
る
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
の
ほ

か
、
地
域
の
課
題
解
決
と
脱
炭

素
を
同
時
に
実
現
し
て
地
方
創

生
に
貢
献
す
る
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

選
定
地
域
の
取
り
組

み
や
特
性
等
を
研
究

し
、
検
討
し
た
い
。

た
い
。
ま
た
野
鳥
の
森
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
現
地
が
急
傾

斜
地
に
あ
り
、
整
備
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
観
音
山
駐
車
場
な

ど
の
既
存
の
近
隣
駐
車
場
を
利

用
し
て
も
ら
い
、
散
策
な
ど
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
周

知
な
ど
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
牛
伏
山
の
観
光
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
牛
伏
山
の
観
光
に
関
す

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
吉
井
観
光
協
会
発
行
の
観

光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
広
報
高
崎
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
随
時
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
牛
伏
山
の
豊

か
な
自
然
と
周
辺
施
設
を
活
用

し
た
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
情
報
発
信

に
努
め
た
い
。

質
問　
観
音
山
周
辺
の
公
衆
ト

イ
レ
の
洋
式
化
と
、
野
鳥
の
森

の
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
、
本

市
の
考
え
は
。

答
弁　
観
音
山
周
辺
の
公
衆
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
段
階
的
に
洋
式
化
を
進
め
て

き
た
が
、
和
式
ト
イ
レ
も
残
っ

て
い
る
た
め
、
利
用
頻
度
や
施

設
の
老
朽
化
の
程
度
を
見
な
が

ら
、
順
次
改
修
を
進
め
て
い
き

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

学

校

給

食
　

児

童

相

談

所

後ご
と
う藤 

　

彰あ
き
ら

（
新
風
会
）

本
市
の
観
光
施
策

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

脱
炭
素
社
会
の
構
築
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質
問　
18
歳
で
成
人
を
迎
え
る

子
ど
も
た
ち
に
、
新
学
習
指
導

要
領
の
下
、
高
等
学
校
で
は
ど

の
よ
う
な
教
育
を
す
る
の
か
。

答
弁　
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に

伴
い
、
高
等
学
校
で
は
消
費
行

動
や
裁
判
員
制
度
、
金
融
の
役

割
等
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
個
人
の
責
任
等
を

学
ぶ
情
報
Ⅰ
や
、
社
会
参
画
を

促
す
公
共
な
ど
の
科
目
が
新
設

さ
れ
、
生
徒
は
成
年
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
生

か
し
、
地
区
公
民
館
を
充
実
さ

せ
る
考
え
は
。
ま
た
、
Ｗ
ⅰ

−

Ｆ
ⅰ環
境
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
他

の
自
治
体
で
は
多
く
の
公
民
館

が
休
館
と
な
る
中
、
本
市
で
は

公
民
館
の
開
館
を
継
続
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持

に
努
め
て
き
た
。
各
種
関
係
団

体
と
の
連
携
事
業
な
ど
、
自
粛

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
今
後
も
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
、
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

Ｗ
ⅰ

−

Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
の

活
動
実
績
を
踏
ま
え
、

研
究
し
た
い
。

す
る
本
市
の
支
援
策
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
町
内
会
が

横
断
的
に
連
携
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
、
小
学
校
区
を
単
位

と
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
協
議

会
を
組
織
し
、
支
援
し
て
い
る
。

協
議
会
の
活
動
は
、
地
域
住
民

の
交
流
の
輪
を
広
げ
、
各
町
内

会
の
状
況
や
先
進
事
例
を
共
有

で
き
る
な
ど
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
の
形
成
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
た
め
、
今

後
も
継
続
し
て
支
援

し
た
い
。

て
は
、
鉄
道
駅
の
空
白
地
帯
の

解
消
に
よ
る
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
の
確
保
、
地
域
住
民
の
交

通
利
便
性
の
向
上
、
新
駅
設
置

に
伴
う
人
口
増
加
や
周
辺
開
発

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
お
よ

び
地
元
か
ら
の
強
い
要
望
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
総
合
的
に
検
討
し

て
い
る
。

質
問　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａと
の
連
携
に
お
け
る
国
際
施

策
振
興
の
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答
弁　
ジ
ェ
ト
ロ
群
馬
で
は
、

高
崎
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
や
海
外
進

出
支
援
を
対
面
で
実
施
す
る
。

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
高
崎
分
室
で
は
、

ど
の
分
野
が
海
外
展
開
の
可
能

性
が
高
い
か
な
ど
を
調
査
し
、

市
内
中
小
企
業
に
新
た
な
採
択

事
案
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
情
報

収
集
し
て
い
く
。
本
市
と
し
て

も
、
製
造
業
の
組
合
や
若
手
の

も
の
づ
く
り
経
営
者
団
体
と
連

携
し
て
い
る
強
み
を
生
か
し
、

ジ
ェ
ト
ロ
やＪ

Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
情
報

提
供
を
行
い
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
挑
戦
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問　
高
崎
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
す
る
た
め
の
、
今

後
の
事
業
展
開
は
。

答
弁　
輸
出
事
業
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し

つ
つ
、
国
内
の
外
国
人
に
高
崎

産
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
よ
る
販
売

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
。

高
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
に
つ
な

が
る
こ
う
し
た
新
し

い
取
り
組
み
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
仕
事
の
負
担
感
か
ら
、

区
長
な
ど
の
成
り
手
が
見
つ
か

ら
な
い
町
内
会
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
役
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

答
弁　
区
長
の
事
務
に
つ
い
て

は
、
町
内
会
へ
の
回
覧
文
書
の

内
容
を
よ
く
精
査
し
、
依
頼
を

減
ら
す
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た

町
内
会
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
地
域
の
実
情
や
課
題

な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
先

進
事
例
等
を
伝
え
な
が
ら
対
応

質
問　
改
正
障
害
者
差
別
解
消

法
の
内
容
と
、
本
市
に
お
け
る

合
理
的
配
慮
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
大
き
な
改
正
点
は
、
こ

れ
ま
で
努
力
義
務
で
あ
っ
た
民

間
事
業
者
の
合
理
的
配
慮
の
提

供
を
義
務
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ

Ｓ
セ
ン
タ
ー
ば
る
ー
ん
の
開
設

を
は
じ
め
、
高
崎
駅
周
辺
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
整
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
理
的
配
慮

に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
、
他
市
町
村
の

状
況
等
も
参
考
に
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
で
は
高
崎
問
屋
町

駅
や
佐
野
の
わ
た
し
駅
を
請
願

駅
と
し
て
設
置
し
、
現
在
は
豊

岡
新
駅
（
仮
称
）
の
設
置
を
推

進
し
て
い
る
が
、
新
駅
設
置
の

根
拠
と
な
る
考
え
方
は
。

答
弁　
請
願
駅
の
設
置
に
際
し

し
て
い
る
。

質
問　
少
子
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
地
域
で
の

支
え
合
い
が
大
変
重
要
で
あ
る

が
、
町
内
会
活
動
の
継
続
に
対

区長の仕事の様子

谷た
に
が
わ川 

留る

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

町
内
会
活
動
へ
の
支
援

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る国

際
施
策
振
興

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

本
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策

　
新
駅
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
ア
ク
セ
ス
道
路

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
お
け
る
本
市
の
対
応

　

公
民
館
と
街
づ
く
り

独立行政法人日本貿易振興機構の略称。貿易・投資促進と開発途上国研究を通じ、日本の経済・社会のさらなる発展に
貢献することを目指し設立された。

●ジェトロ

独立行政法人国際協力機構の略称。日本の政府開発援助を一元的に行う実施機関として、開発途上国への国際協力を行う。
ＪＩＣＡ東京センターの分室が高崎に開設されている。

●JICA



まめ知識
（6）

質
問　
原
油
価
格
の
高
騰
が
市

内
事
業
者
に
与
え
る
影
響
は
。

答
弁　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が

県
内
事
業
者
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
原
油
高
が
企
業
経

営
を
直
撃
し
、
価
格
上
昇
に
伴

う
コ
ス
ト
増
加
分
を
価
格
転
嫁

で
き
な
い
企
業
が
６
割
強
に
達

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の
金

融
機
関
の
月
例
報
告
等
に
よ
る

と
、
特
に
運
輸
や
物
流
業
界
へ

の
影
響
が
大
き
く
、
燃
料
費
の

高
騰
や
価
格
転
嫁
が
経
営
上
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
確

認
で
き
て
い
る
。

質
問　
国
が
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
拡
充
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
応
分
を
新
た
に
創
設
し
た
が
、

本
市
に
配
分
さ
れ
る
交
付
金
の

金
額
と
活
用
方
法
は
。

答
弁　
本
市
に
配
分
さ
れ
る
交

付
金
は
、
約
11
億
円
で
あ
る
。

物
価
高
騰
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
影
響
が
出
て
お
り
、

全
て
に
交
付
金
で
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
国
の
動
向
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
適

切
な
活
用
方
法
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

イ
ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
態
勢

と
具
体
的
な
支
援
内
容
は
。

答
弁　
本
市
で
は
避
難
民
の
受

け
入
れ
を
想
定
し
、
国
際
交
流

協
会
な
ど
と
連
携
し
た
一
括
相

談
窓
口
を
設
け
て
お
り
、
受
け

入
れ
の
際
に
は
一
時
避
難
施
設

や
生
活
物
資
の
提
供
、
教
育
や

医
療
の
支
援
な
ど
を
行
う
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
募
金
や

ふ
る
さ
と
納
税
、
企

業
か
ら
の
寄
付
を
活

用
す
る
予
定
で
あ
る
。

員
１
人
当
た
り
の
独
り
暮
ら
し

高
齢
者
数
は
、
平
均
で
18
・
３

人
で
あ
る
。
ま
た
高
齢
者
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
休
業
日

に
お
い
て
も
災
害
や
虐
待
と
い

っ
た
緊
急
性
の
高
い
事
案
に
対

応
す
る
た
め
、
転
送
電
話
な
ど

に
よ
り
、
職
員
が
素

早
く
対
応
で
き
る
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
活
動
を
新

た
に
取
り
入
れ
る
民
間
企
業
や

団
体
等
に
対
し
、
本
市
が
支
援

す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
は
以
前
か
ら
、
高

齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
男
女
共
同
参
画
に

向
け
た
取
り
組
み
、
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
、
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ

の
理
念
に
合
致
す
る
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、

民
間
企
業
や
団
体
等
と
協
力
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質
問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
シ

ー
ト
を
追
加
す
る
な
ど
、
作
成

の
周
知
や
支
援
を
行
い
、
避
難

行
動
の
迅
速
化
を
図
る
考
え
は
。

答
弁　
町
内
会
等
の
出
前
講
座

や
自
主
防
災
会
の
避
難
訓
練
で

は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
支
援
や
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
に
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
定
を
予
定
し
て
お

り
、
他
市
町
村
の
改
定
状
況
を

参
考
に
、
活
用
し
や

す
い
も
の
に
な
る
よ

う
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
保
育
士
の
マ
ス
ク
着
用

に
よ
り
、
顔
の
表
情
な
ど
か
ら

受
け
る
園
児
の
発
達
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
が
、
例
え
ば
透
明

な
マ
ス
ク
を
導
入
す
る
な
ど
、

保
育
所
等
に
お
け
る
マ
ス
ク
着

用
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　
保
育
士
の
マ
ス
ク
着
用

に
関
し
て
は
、
顔
の
表
情
が
見

え
な
い
こ
と
に
よ
る
子
ど
も
の

発
達
へ
の
影
響
を
危
惧
す
る
声

も
あ
る
が
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
等
の
使
用
は
感
染
防
止
効
果

質
問　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

に
通
う
児
童
・
生
徒
の
出
席
扱

い
は
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
欠
席
連
絡
等
の
実
施
状
況
は
。

答
弁　
市
教
育
委
員
会
で
は
国

の
方
針
を
踏
ま
え
、
留
意
点
や

出
席
扱
い
の
基
準
に
つ
い
て
各

学
校
に
示
し
、
出
席
扱
い
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
実
情

に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

６・
１調
査
の
効
果
と
、

民
生
委
員
１人
当
た
り
が
担
当

す
る
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
は
。

ま
た
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
の
土
日
対
応
の
現
状
は
。

答
弁　
６
・
１
調
査
の
結
果
は
、

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に

も
資
料
を
提
供
し
、
民
生
委
員

と
協
力
し
て
行
う
訪
問
活
動
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
。
民
生
委

が
低
い
と
の
報
告
も
あ
る
。
現

状
で
は
、
屋
外
な
ど
で
距
離
が

と
れ
る
場
合
を
除
き
、
マ
ス
ク

の
着
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
ウ
ク
ラ

Wi thコロナの保育

丸ま
る
や
ま山 

　

覚さ
と
る

（
公
明
党
）

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

）の
促
進

　

避
難
行
動
の
迅
速
化

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

誰一人
取
り
残
さ
な
い
教
育
機
会
の
確
保

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｗ
ｉｔ
ｈコ
ロ
ナ
の
取
り
組
み

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
へ
の
支
援

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

物
価
高
騰
等
に
対
す
る
支
援

住民一人一人の防災行動計画。台風の接近等によって河川の水位が上昇したときに、自分自身がとる
標準的な防災行動を時系列的に整理し、取りまとめておくもの。

●マイ・タイムライン

県が毎年６月１日を基準日として実施するひとり暮らし高齢者調査の通称。70歳以上の独り暮らし高齢者を対象
として、緊急時の対応に活用すること等を目的に実施している。

●６・１調査



（7）

質
問　
保
育
所
等
に
お
け
る
保

育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
保
育
の
質
や
安
全
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
配
置

基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が

あ
る
が
、
保
育
士
や
そ
の
人
件

費
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
も
あ

る
。
本
市
で
は
、
配
置
基
準
を

上
回
る
保
育
士
を
配
置
す
る
保

育
所
等
に
対
し
、
引
き
続
き
独

自
の
支
援
を
行
い
つ
つ
、
国
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

質
問　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え
る
た

め
、
死
亡
届
と
リ
ン
ク
し
た
終

活
登
録
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
市
内
に
29

カ
所
あ
る
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
高
齢
者
の
自

宅
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
が
自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

死
亡
届
と
リ
ン
ク
し
た
終
活
情

報
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
他
市

の
事
例
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
本
市
で
は
、
独
自
に
農

地
再
生
推
進
事
業
補
助
金
を
創

設
し
、
支
援
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
荒
廃
農
地
の
除
草
や

土
壌
改
良
、
樹
木
の
伐
採
等
に

か
か
る
経
費
に
加
え
、
条
件
を

満
た
せ
ば
農
業
用
機
械
や
ハ
ウ

ス
等
の
施
設
整
備
に
も
活
用
で

き
る
。
さ
ら
に
、
再
生
し
た
農

地
で
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組

む
た
め
の
機
材
の
購

入
も
支
援
の
対
象
と

し
て
い
る
。

答
弁　
現
在
の
給
食
費
は
、
自

校
式
の
小
学
校
で
日
額
２５
７

円
で
あ
る
。
食
材
費
等
の
高
騰

に
対
し
、
栄
養
士
や
調
理
員
の

工
夫
で
何
と
か
対
応
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
に

も
限
界
が
き
て
い
る
。
問
題
意

識
も
あ
る
が
、
公
費

に
よ
る
支
援
に
つ
い

て
は
様
子
を
見
た
い
。

質
問　
令
和
４年
度
か
ら
、
本

市
で
も
受
け
入
れ
が
可
能
に
な

っ
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

制
度
の
概
要
は
。

答
弁　
自
治
体
が
行
う
地
方
創

生
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
国
が

認
定
し
た
事
業
に
対
し
て
企
業

が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、
法

人
関
係
税
か
ら
寄
付
金
額
の
９

割
が
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で

あ
る
。
企
業
は
こ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
と
し
て

の
活
動
実
績
や
Ｐ
Ｒ
に
な
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
控
除

割
合
が
拡
充
し
た
令
和
２
年
度

以
降
、
全
国
的
に
寄
付
額
、
件

数
共
に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

な
お
、
本
社
が
所
在
す
る
自
治

体
へ
の
寄
付
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。

質
問　
実
際
に
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
が
活
用
さ
れ
る
た
め
の
、

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
。

答
弁　
ま
ず
は
担
当
窓
口
の
企

画
調
整
課
で
、
寄
付
金
額
や
応

援
し
た
い
分
野
、
納
入
時
期
な

ど
を
確
認
の
上
、
充
当
可
能
な

事
業
を
提
案
し
、
企
業
と
相
談

し
な
が
ら
決
定
す
る
。
そ
の
後
、

所
定
の
手
続
き
を
経

て
、
寄
付
金
を
納
入

し
て
い
た
だ
く
。

質
問　
か
が
や
け
新
規
就
農
者

応
援
給
付
金
を
創
設
し
た
経
緯

と
給
付
金
の
内
容
は
。

答
弁　
農
業
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
新
規
就
農
者
の
確
保
が
課

題
と
な
る
中
、
新
規
就
農
者
の

就
農
当
初
の
厳
し
い
時
期
を
支

援
し
、
安
定
し
た
経
営
を
確
保

し
て
も
ら
う
た
め
、
本
給
付
金

を
創
設
し
た
。
給
付
金
に
は
、

独
立
自
営
す
る
新
規
就
農
者
に

対
し
て
１
０
０
万
円
を
給
付
す

る
も
の
と
、
独
立
自
営
に
向
け

質
問　
本
市
で
は
、
不
登
校
問

題
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、

市
内
８カ
所
に
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
が
、
そ

の
活
動
内
容
は
。
ま
た
、
職
員

の
配
置
は
。

答
弁　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
社
会
的

自
立
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
し
て
お
り
、
主
な

活
動
と
し
て
、
学
習
の
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
野
外
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
各
教
室
に
複
数
人
の
職

員
を
配
置
し
、
通
う
児
童
・
生

徒
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
諸
物
価
の
高
騰
、
食
材

費
の
高
騰
が
学
校
給
食
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
時

的
、
限
定
的
で
あ
っ
て
も
、
市

の
公
費
に
よ
っ
て
支
援
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

た
研
修
就
農
や
親
元
就
農
、
雇

用
就
農
を
す
る
人
に
対
し
て
50

万
円
を
給
付
す
る
も
の
が
あ
る
。

質
問　
農
業
者
が
経
営
規
模
の

拡
大
を
図
る
場
合
、
本
市
で
は

事業により新規就農者を応援

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る農

業
支
援
体
制

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

終

活

登

録

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
不
登
校
対
策

　

学

校

給

食

費

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
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質
問　
障
害
者
施
設
等
に
お
け

る
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
虐
待
防
止
対

策
と
し
て
、
現
場
の
職
員
向
け

の
研
修
と
管
理
者
向
け
の
研
修

を
そ
れ
ぞ
れ
隔
年
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
場
側
と
管
理

者
側
の
感
覚
の
差
異
を
解
消
す

る
た
め
、
双
方
が
参
加
す
る
研

修
を
実
施
し
、
施
設
と
し
て
の

よ
り
良
い
対
応
を
検
討
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
よ
り
実
践
的
で
効
果
的
な

研
修
と
な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

質
問　
県
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
１

に
な
り
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

事
業
が
実
施
で
き
な
い
状
況
だ

っ
た
が
、
昨
年
秋
頃
か
ら
介
護

予
防
教
室
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
な

ど
の
事
業
を
徐
々
に
再
開
し
て

い
る
。
今
後
も
４
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
と
と
も

に
、
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
、
要
介
護
、
要
支
援

状
態
に
な
ら
な
い
た

め
の
予
防
や
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
行
い
た
い
。

の
備
蓄
品
の
支
援
体
制
は
。

答
弁　
避
難
所
の
位
置
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や

避
難
所
表
示
板
の
設
置
な
ど
に

よ
っ
て
周
知
し
て
い
る
。
避
難

経
路
は
、
地
域
の
防
災
訓
練
の

中
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
水
や
食
料
な
ど
の
備
蓄
品

は
、
市
内
５
カ
所
の
防
災
セ
ン

タ
ー
や
市
庁
舎
な
ど
に
備
蓄
し

て
い
る
ほ
か
、
自
治
体
や
企
業

等
と
の
災
害
協
定
に

よ
り
、
迅
速
な
供
給

体
制
を
整
え
て
い
る
。

県
内
初
と
な
り
、
ま
ず
は
市
有

施
設
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
に
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
障
害
や
疾
病
で
パ
ッ
ト
等

を
使
用
し
て
い
る
男
性
向
け
に
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
る
民
間
施
設
も
あ
る
た

め
、
他
市
町
村
の
状

況
等
を
把
握
し
、
積

極
的
に
検
討
し
た
い
。

質
問　
豪
雨
災
害
に
備
え
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
定
す
る
予

定
は
。

答
弁　
現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
平
成
30
年
９
月
に
改
定

し
た
も
の
で
、
全
戸
配
布
に
よ

り
活
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３

年
７
月
の
水
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
基
準
河
川
に
中
小
河
川
を

含
む
こ
と
と
な
り
、
洪
水
浸
水

想
定
区
域
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
度
中
に
こ
れ
ら
を

反
映
さ
せ
た
改
定
版
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
は
、
吉
井
地
域
に
多
く
の
浸

水
被
害
が
あ
っ
た
が
、
鏑
川
周

辺
の
水
害
対
策
の
現
状
は
。

答
弁　
平
成
26
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
危
険
箇
所
総
点
検
に

お
い
て
、
鏑
川
や
支
流
の
河
川
、

用
排
水
路
、
道
路
側
溝
な
ど
を

点
検
し
て
い
る
。
ま
た
過
去
に

浸
水
被
害
が
あ
り
、
緊
急
性
の

高
い
箇
所
で
は
、
土
砂
の
し
ゅ

ん
せ
つ
や
水
路
・
水
門
の
整
備
、

改
修
な
ど
を
行
い
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
引
き
続
き
水
害
対
策
に
取

り
組
み
、
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に

努
め
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
水
稲
の

作
付
面
積
と
収
穫
量
の
推
移
は
。

ま
た
、
コ
メ
の
取
引
価
格
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答
弁　
令
和
３
年
の
水
稲
の
作

付
面
積
は
１
４
４
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
収
穫
量
は
６
８
１
０
ト
ン

で
あ
り
、
令
和
元
年
と
比
較
し

て
そ
れ
ぞ
れ
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

１
６
０
ト
ン
減
少
し
た
。
ま
た

コ
メ
の
取
引
価
格
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
最
も
良
い
等
級
で
、
令

和
３
年
産
米
が
約
８
９
０
０
円

質
問　
更
年
期
に
悩
む
女
性
が

安
心
し
て
働
き
、
社
会
で
活
躍

で
き
る
よ
う
、
広
く
市
民
に
向

け
て
啓
発
す
る
考
え
は
。

答
弁　
女
性
が
離
職
す
る
理
由

の
多
く
は
、
出
産
や
育
児
、
更

年
期
症
状
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
働
き

た
い
女
性
や
働
く
女
性
が
思
い

を
か
な
え
ら
れ
る
社
会
を
目
指

し
て
お
り
、
更
年
期
症
状
に
対

す
る
社
会
全
体
の
認
識
が
高
ま

る
よ
う
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
、
ミ
ラ

イ
ロ
Ｉ
Ｄを
導
入
す
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
市
有
施
設
の
男
性
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い

て
は
、
導
入
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。
導
入
す
れ
ば

で
あ
り
、
令
和
元
年
と
比
較
し

て
約
５
１
０
０
円
下
落
し
た
。

質
問　
指
定
避
難
所
の
位
置
や

避
難
経
路
を
周
知
す
る
取
り
組

み
は
。
ま
た
、
在
宅
避
難
者
へ

指定避難所の表示板

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

災
害
対
策
の
現
状

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

更
年
期
症
状
に
悩
む
女
性
へ
の
支
援

　

障
が
い
者
等
の
移
動
や
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

農
業
の
持
続
的
発
展

　

豪
雨
災
害
へ
の
備
え

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

障

害

者

支

援
　

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策

河川や港
こうわん

湾などの水底の土砂を取り除き、水深の維持を図ること。●しゅんせつ
障害者手帳を所有している人を対象としたスマートフォン用アプリ。障害者手帳の情報や求めるサポート内容
などを登録することで、公共施設等での割引や必要なサポートをスムーズに受けられるもの。

●ミライロＩＤ

（P9参照）

（P9参照）
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トイレの個室に設置する小さいごみ箱。●サニタリーボックス
健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態。●フレイル

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

請
願
・
陳
情
と
は

作
成
上
の
注
意

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
日
本
語
で

件
名
、
趣
旨
、
請
願
（
陳
情
）
事
項
、

提
出
年
月
日
、
住
所
を
記
載
し
、
氏

名
に
つ
い
て
は
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
件
名
、

趣
旨
は
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
、
必

要
に
応
じ
て
地
図
等
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

は
、
代
表
者
を
定
め
「
ほ
か
○
人
」

と
表
示
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
を

し
て
、
必
ず
代
表
者
以
外
の
署
名
ま

た
は
記
名
押
印
を
し
た
署
名
簿
も
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所

氏
名
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を
、

ど
な
た
で
も
請
願
書
・
陳
情
書
と
し

て
市
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

請
願
は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
、

本
会
議
で
議
決
し
ま
す
。
陳
情
は
本

会
議
の
際
、
議
場
で
陳
情
書
の
写
し

を
配
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
容
に

よ
っ
て
は
、
所
管
の
委
員
会
で
協
議

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

請
願
に
は
市
議
会
議
員
の
紹
介
が

必
要
で
す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

請
願
書
や
陳
情
書
は
、
い
つ
で
も

提
出
で
き
ま
す
が
、
概
ね
各
定
例
会

の
告
示
日
に
締
切
り
を
設
け
て
い
ま

す
。

氏
名
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

【様式例】

　　　　　　　　　　　　　　　提出年月日
（あて先）
高崎市議会議長
　　　　　　　　　　請願（陳情）者（代表）
　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　（ほか○人）※
　　　　　　　　　　紹介議員　
　　　　　　　　　　　　（陳情には必要ありません。）

○○○に関する（を求める）請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項

請
願
の
流
れ

請
願
者

陳
情
の
流
れ

陳
情
者

採

　

択

不
採
択

請
願
書
の
提
出
・
受
理

所
管
委
員
会
で
審
査

陳
情
書
の
提
出
・
受
理

本
会
議
で
写
し
を
配
付

請
願
者
へ
通
知

関
係
機
関
に
送
付

本
会
議

審
査
報
告

議

　
　

決

紹
介
議
員
の

署
名
ま
た
は

記
名
押
印

所
管
委
員
会
に
付
託

市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、

どなたでもご覧いただくことができます。

今回の本会議については８月末に公開予定です。

　◦市民情報センター（市役所１階）

　◦高崎市立図書館（中央館及び地域館）

　◦倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で

（P8参照）

（P8参照）

 

・
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各常任委員会および環境施設建設特別委員会において、
付託された議案の審査などを行いました。委員会審査

総 務 常 任 委 員 会

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

市 民 経 済 常 任 委 員 会

質疑　高崎芸術劇場サイン設置工事の概要は。
答弁　高崎芸術劇場の存在を広く認知してもらえるよ
う、劇場の南面の最上部に館名サインを設置するもの
である。白地の壁
に黒色で、高崎芸
術劇場と漢字６文
字で表記し、夜は
館名サインを後ろ
から照らして白色
発光して見える仕
様である。

質疑　ウクライナ選手団受け入れの経緯は。
答弁　ウクライナ情勢が深刻化する中、国際体操連盟
から日本体操協会に対し、新体操ナショナルチームの
選手たちに安全な練習場所を提供できないかとの連絡
があり、同協会から本市へ打診があったため、受け入
れることとなった。日程等については、現在調整を進
めている。
質疑　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金について、本年度に活用できる金額は。
答弁　活用できる財源は、本年度分の上限額11億円に
昨年度からの繰り越し分を合わせた約26億円である。

質疑　障害者農業就労施設整備事業について、施設を
建設する場所や土地の面積は。また、今後のスケジュ
ールは。
答弁　建設予定地は倉渕町の川浦地区で、土地の総面
積は8,000平方メートルである。
　スケジュールについては、令和４年度は土地の売買
契約を結び、土地の造成や測量、ハウスの設計等を行
う。令和５年度にハウス等を建設し、令和６年度の早
い時期に開設したいと考えている。

質疑　医療提供体制整備補助金の内容は。
答弁　第６波において、積極的にコロナ患者の受け入
れを行った病院が、受け入れ体制を維持するために医
療従事者を確保してきたことに対する支援である。ま
た、今後の備えとして検査体制の拡充や陰圧設備を備
えた病室の整備を行う病院を支援するものである。
質疑　若年がん患者在宅療養支援事業補助金の内容と
利用者の負担割合は。
答弁　介護保険制度の対象とならない39歳以下の末期
がん患者の、在宅療養に係る経費の一部を県と市が助
成するもので、利用者の負担割合は１割である。

質疑　バス交通対策事業の内容は。
答弁　市内のコミュニティバスに交通系ＩＣカードシ
ステムを導入するための費用や、敬老ＩＣバスカード
の購入費等である。システムの導入により、スイカな
どの全国で相互利用が可能なＩＣカードが使えるよう
になる。なお敬老ＩＣバスカードは、市役所地域交通
課や市民サービスセンターなどで販売する予定である。
質疑　降ひょう被害における見舞金の手続きの流れは。
答弁　申請書や請求書、口座情報の写しなど、最低限
の書類のみで受け付け、不備がなければ速やかに支払
いたい。

質疑　降ひょう被害を受けたガラスハウス等の処分に
関する支援は。
答弁　被災したハウスのガラスやビニール、防災網な
どは、指定された集積場所に搬入してもらえれば、市
が収集して処分する。
また、直接高浜や吉
井のクリーンセンタ
ー、新町のクリーン
ステーションに搬入
されたものについて
も対応したい。

高崎芸術劇場の南面

被害を受けた農業用ハウス
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建 設 水 道 常 任 委 員 会

環 境 施 設 建 設 特 別 委 員 会

質疑　前橋インターチェンジ地下道の遮断機の設置に
かかった経費は。また、今後ほかの場所に設置する計
画は。
答弁　地下道の入り口４カ所に、遮断機を１基ずつ設
置し、監視カメラや
水位センサーの設置
も含めて、全体で約
2,375万円である。
　また、ほかの場所
への設置は現在予定
していない。

質疑　建設資材の不足や高騰により、市が発注してい
る建設工事等に影響があると思うが、どのような状況
か。
答弁　現時点で、本市が発注している工事に影響が出
ているとの報告はないが、昨今の原油価格や物価の高
騰に伴い、建設資材が高騰していることは認識してい
る。現場における資材の発注および搬入の時点で、材
料単価等に大きな変動が生じた場合には、国の通知等
に従い、施工業者と協議の上、インフレスライドを行
うなど、実情に合わせて柔軟に対応していきたいと考
えている。

質疑　高浜クリーンセンターの建設等工事費が、約４
億1,800万円増額となっている理由は。
答弁　現在、新型コロナウイルスの感染拡大や世界的
な社会情勢等により、国内外の経済はさまざまな影響
を受けている。令和４年３月１日適用の労務単価およ
び資材単価の上昇を受
け、労務費や材料費等
の急激な変動に対処す
るため、インフレスラ
イドを適用したことで、
工事費が増額した。

質疑　プラント設備工事にはインフレスライドを適用
しないのか。
答弁　工事請負業者からの請求に基づいて措置するも
のであり、プラント設備工事については請求がなかっ
たため、今回は適用しない。
質疑　令和４年度から６年度までの債務負担行為額を
変更する理由は。
答弁　インフレスライドは、残工事全体が対象となる
ため、その適用による全体の変更額10億9,230万円を
各年度の事業費の割合で年度割りを行い、債務負担行
為額を変更するものである。

設置したエアー遮断機

工事が進む高浜クリーンセンター

同意した人事案件

群馬県後期高齢者医療
広域連合議会議員の選出

◦人権擁護委員候補者

　　市
いちかわ
川　志

し お み
保美　氏　　櫻

さくらい
井　健

けんじ
次　氏

　　根
ねぎし
岸　赴

ゆきお
夫　議員

　　後
ごかん
閑　賢

けんじ
二　議員

◦副市長

　　齋藤　　也　氏
たつやさいとう

　議員提案により、平成２９年３月に手話言語条例が制定されました。
今回号では、簡単な災害手話を紹介します。

手話で話そう!

避難、逃げる 気をつける

両手を握って腕を斜めに
引き上げる

丸めた両手を上下に置き、
握りながら胸に引き寄せる

国内で急激なインフレーションが起き、建設工事の契約金額が著しく不適当となった場合に、契約金額の
変更を請求できる制度。

●インフレスライド
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古紙パルプ配合の再生紙を使用

「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。

議案等審議結果
件　　　　名 結　果

報　告
第４号 繰越明許費繰越計算書の報告（一般会計） ー
第５号 事故繰越し繰越計算書の報告（一般会計） ー
第６号 予算繰越計算書の報告（水道事業会計） ー
第７号 予算繰越計算書の報告（公共下水道事業会計） ー
議　案
第56号 市道路線の廃止 可　決
第57号 市道路線の認定 可　決
第58号 市税条例等の一部改正 可　決
第59号 過疎対策のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正 可　決
第60号 地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正 可　決
第61号 租税特別措置法関係手数料条例の一部改正 可　決
第62号 令和４年度一般会計補正予算（第３号） 可　決
第63号 副市長の選任同意 同　意
第64号 令和４年度一般会計補正予算（第４号） 可　決
第65号 人権擁護委員候補者の推薦 同　意
第66号 人権擁護委員候補者の推薦 同　意
議員提出議案
第１号 議員派遣（広島平和記念式典） 可　決
第２号 議員派遣（広報委員会行政視察） 可　決

※上記結果は全て全会一致です。

令和３年度政務活動費収支報告書・領収書等を市議会ホームページで公開
しています。政務活動費公開

９月 定　　例　　会

 ７日（水） 午後１時 開会、会期の決定、議案の提案説明など

 ８日（木）

午後１時 一般質問
 ９日（金）

 12日（月）

 13日（火）

 16日（金） 午前10時 総務常任委員会

 20日（火） 午前10時 教育福祉常任委員会

 21日（水） 午前10時 市民経済常任委員会

 22日（木） 午前10時 建設水道常任委員会

 28日（水） 午後１時 委員長報告、議案等の議決、閉会

議会を見てみよう
　本会議の模様をライブ中継や録画配信して
います。市議会ホームページの「議会中継・
会議録検索システム」からアクセスしてご覧
ください。
　スマートフォンやタブレット端末からもご
利用いただけます。

市 議 会 の 予 定




